
船舶事故等調査報告書 

平成２２年６月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第１６９号 

事故等名 衝突 

発生年月日時刻 平成２１年６月２６日 ０５時２０分ごろ 

発生場所 静岡県浜名湖南方沖 赤羽根港東防波堤灯台から真方位１３５°２５.５

海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯３４°１８′ 東経１３７°３３′） 

事故等調査の経過 平成２１年６月２６日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

船種船名、総トン数 

船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 油タンカー ふじしろ丸、２５１トン 

１４０３９５、有限会社協和海運  

Ｂ 漁船 桃
とう

洋
よう

丸、６.６トン 

ＭＥ２－５４６５（漁船登録番号）、個人所有 

乗組員等に関する情報 Ａ 船長、五級海技士（航海） 

  一等航海士、四級海技士（航海） 

Ｂ 船長、一級小型船舶操縦士 

死傷者等 なし 

損傷 Ａ 船首部に擦過傷 

Ｂ 左舷後部を破損、機関等濡損 

事故等の経過 Ａ船は、船長Ａ及び一等航海士Ａほか３人が乗り組み、平成２１年６月

２６日、浜名湖南方沖において、針路約２４５°及び速力約１１ノット

（kn）で航行中、当直中の一等航海士Ａが、Ｂ船のレーダー映像を５Ｍ程

度で探知し、３Ｍ程度に接近したＢ船を視認したときに右舵をとったが、

約３００ｍに接近する状況となったときに衝突の危険を感じ、左舵をとる

とともに機関を後進にかけた。 

また、Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、浜名湖沖を約１０kn の速力

で東進していた。 

船長Ｂは、３Ｍ程度のところにＡ船を視認したが、Ａ船が避けるものと

思い、操業を続けていた。 

両船は、０５時２０分ごろ、Ａ船の船首とＢ船の左舷後部とが衝突した。

気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ２、視界 良好、日出時刻 ０４

時３９分ごろ 

海象：海上 穏やか  

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船は、浜名湖南方沖を南西進中、一等航海士

Ａが、Ｂ船のレーダー映像を５Ｍ程度で探知し、

Ｂ船を３Ｍ程度で視認したが、その後、適切な見

張りを行っていなかった可能性があると考えら



れる。 

 Ｂ船は、東進中、船長ＢがＡ船を３Ｍ程度に視

認したものの、Ａ船が避けるものと思い込み、適

切な見張りを行っていなかったので、Ａ船が衝突

のおそれのある態勢で接近していることに気付

かなかった可能性があると考えられる。   

原因  本事故は、浜名湖南方沖において、Ａ船が西南西進中、Ｂ船が東進中、

両船が適切な見張りを行っていなかったため、両船が衝突したことにより

発生した可能性があると考えられる。 

 




